
ボーダー
スタディーズ
（境界研究）

経済学 地理学

社会学

文学

政治学

歴史学

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

31

世界の至るところで国境や境界を巡る紛争が起こっている。海に囲まれた日本も無関係ではなく、北

方領土、尖閣諸島、竹島などで国境問題を抱えている。関係各国との間には国益、国民感情、歴史

的解釈など多くの課題があり、解決の道筋は見えていない。そうした国境問題に解決の糸口を見いだ

そうとしているのが、岩下明裕教授が取り組む「ボーダースタディーズ（境界研究）」だ。政府の外交

だけでなく、境界に接する地域の動向にも注目し、徹底した現場主義で国境問題にアプローチしている。

大学院生の
主な出身分野

◎スラブ研究センターに
かかわる大学院生の専門
は、政治学、国際関係学、
歴史学、文化人類学など
多領域にわたる。出身国
も中国、韓国、ロシア、
チェコ、カザフスタン、
ブラジルなど東アジアや
スラブ圏、南米までと幅
広い。

研究成果と
社会のかかわり

◎紛争地域の平和・安定
を目指し、国内外の国境
問題を共有しながら解決
を図るネットワークづく
り、政策提言、学術誌の
発行、北海道大総合博物
館の展示、各地域の関係
者を招いたフォーラム開
催など、研究成果を幅広
く社会に還元している。

政策提言

教育・啓蒙活動

国内・東アジア
における

ネットワークづくり

など

「現場」に基づく国境研究により
紛争地域の平和と安定を目指す

北海道大 スラブ研究センター 岩下明裕研究室

フローチャートで分かるボーダースタディーズ

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎「ボーダースタディーズ」は、国際関係学や地理学、
政治学などの知見を土台として、境界領域の「現場」
の目線で国境・境界を巡る紛争の解決や地域の安定を
目指す学問分野だ。上記の他には、地球環境学など自
然科学の知見も必要である。

歴史学

文化人類学

国際関係学

政治学

など
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　ボーダースタディーズでは、今まで他の人が気付かなかったことを見抜き、事実を基にそ
れを証明することが求められます。そのためには、「常識」と言われていることに疑いの目
を向けることです。大学の勉強でも、基本的なことを覚えたり理解したりすることは必要で
すが、人とは違う研究成果を出したいなら、全く違うアプローチを模索しなくてはなりません。
　例えば、国境の研究についても、「北方領土は日本固有の領土である」という意見にとら
われていると、「４島すべてを返してもらわなければいけない」と思い込んでしまいます。し
かし、日本は最初から４島返還を主張していたわけではありません。そもそも「固有の領土」
という考え方自体、法的・歴史的裏付けのない曖昧な定義に過ぎないのです。
　更に、境界研究では、係争地に住む人々の意見や言説の違いなどを丹念に拾い集める根
気強さも必要です。そして、研究成果として世に問うためには、探し集めた事実を系統立て、
論理的に組み立てる構築力も必要です。既存の枠組みを壊した先に、誰も見たことのない
真実の姿が見えてくるのです。

常識を疑う大胆さと事実から論理を構築する力が必要
ボーダースタディーズが求める学生像

高校時代は他人の目を気にしすぎず、自分が楽しいと思ったことを
とことん追求してください。周囲に迎合して簡単に意思を曲げるよう

なことはせず、たとえそう考えるのが自分一人でも考えを主張し続ける勇気も持ってほしいですね。

高校生へのメッセージ

常識を疑う姿勢

事実を論証する力 地道に資料を集める根気強さ

　
学
生
時
代
は
法
学

部
で
ソ
連
の
政
治
史

を
研
究
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
矛

盾
の
中
、
社
会
主
義

が
ま
だ
存
在
し
て
い

た
時
代
で
、
興
味
深

い
研
究
対
象
で
し
た
。

　
し
か
し
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
、
日

本
や
ア
ジ
ア
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
85
年
に
ソ
連
で
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
が
書
記
長
に
就
任
し
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
が
始
ま
り
、
87
年
に
は
韓
国
で
盧ノ

泰テ

愚ウ

大
統
領
候
補
に
よ
る
民
主
化
宣
言
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
周
辺
国
の
民
主
化
の
進

展
と
社
会
主
義
の
崩
壊
は
衝
撃
で
し
た
。

ま
た
国
際
化
が
進
み
、
当
時
住
ん
で
い
た

福
岡
で
も
多
く
の
外
国
人
を
見
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、

円
高
に
よ
り
日
本
か
ら
海
外
に
行
き
や
す

く
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
し
た
。

そ
し
て
90
年
代
初
め
に
ソ
連
が
解
体
、
中

国
で
は
改
革
開
放
が
加
速
し
、
社
会
主
義

市
場
経
済
が
急
速
に
進
み
始
め
ま
す
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
変
化
に
触
発
さ
れ
て

国
際
関
係
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
私
は
中

国
と
ロ
シ
ア
の
国
境
問
題
の
研
究
を
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
国
際
関
係
学
と
い

え
ば
国
家
間
の
研
究
が
主
軸
で
し
た
が
、

私
が
重
視
し
た
の
は
国
境
を
接
す
る
地
域

の
視
点
で
す
。
日
本
の
よ
う
に
国
土
が
海

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ

ん
が
、
陸
続
き
の
国
々
で
は
、
国
の
力
関

係
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
境
を
接
す
る

地
域
間
の
関
係
も
国
境
問
題
を
大
き
く
規

定
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

　
国
境
問
題
を
考
え

る
時
、「
境
界
」
に

あ
る
地
域
の
情
報
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
当
時
は
、
日

本
で
外
国
の
一
地
方

に
関
す
る
情
報
は
な

か
な
か
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
何
度
も
中
ロ

の
ボ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
訪
れ
、

地
元
紙
や
地
方
誌
を
集
め
、
現
地
の
行
政

関
係
者
や
新
聞
社
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
て
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
す
る
と
、

各
地
域
の
立
場
や
主
張
の
違
い
な
ど
、
モ

ス
ク
ワ
と
北
京
の
政
治
を
見
て
い
る
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
を
ま
と
め
た
書
籍
を
出
版
し

た
直
後
、
解
決
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
係

争
地
を
中
ロ
両
国
で
分
け
合
う
協
定
が
成

研究を志したきっかけ

アジアの民主化に
刺激を受けて

境界研究に取り組む

研究内容

中ロ国境問題の
解決プロセスを

北方領土問題に応用

5

岩
下
明
裕
　

教
授 

I
w
a
s
h
i
t
a
 
A
k
i
h
i
r
o

北
海
道
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
北
海
道
大
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

拠
点
リ
ー
ダ
ー
。
九
州
大
法
学
部
卒
業
、
九
州
大
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
。
九
州
大
助
手
、
山
口
県
立
大
助
教
授
、
北
海
道
大
助
教
授
、
ブ
ル
ッ

キ
ン
グ
ス
研
究
所
北
東
ア
ジ
ア
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
等
を
経
て
現
職
。
第

６
回
大
佛
次
郎
論
壇
賞
、
第
４
回
日
本
学
術
振
興
会
賞
を
受
賞
。
主
な
著
書
に
『
北
方

領
土
問
題

　
４
で
も
０
で
も
、
２
で
も
な
く
』（
中
央
公
論
新
社
）
な
ど
が
あ
る
。

3 2

1

4

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです
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立
し
、
中
ロ
の
国
境
問
題
は
解
決
に
向
か

い
ま
し
た
。
最
終
的
に
両
国
が
大
胆
な
妥

協
を
し
、
係
争
地
を
五
分
五
分
で
分
け
合

う
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
す
。
現
地
で
の

調
査
時
に
あ
る
程
度
予
兆
を
つ
か
ん
で
は

い
ま
し
た
が
、
世
界
中
を
驚
か
す
衝
撃
的

な
出
来
事
で
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
国
境
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ

ス
を
、
日
本
の
北
方
領
土
問
題
に
も
生
か

せ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
中
ロ
国
境
画

定
の
過
程
を
丁
寧
に
検
証
し
、
北
方
４
島

や
根
室
を
訪
れ
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸

説
で
は
な
く
、「
２
島
プ
ラ
ス
α
」
が
解

決
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
北
方
領
土
の
問
題
は
、
政
治
だ
け
を
見

て
い
た
の
で
は
気
付
か
な
い
、
大
き
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
北
方
領
土
問
題

の
講
演
会
で
、
し
ば
し
ば
「
稚
内
と
サ
ハ

リ
ン
は
交
流
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
根
室
は

北
方
４
島
と
付
き
合
え
な
い
の
か
」
と
質

問
さ
れ
ま
す
。
稚
内
と
サ
ハ
リ
ン
は
国
境

が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
付
き
合
え
る
の
で

す
。
し
か
し
、
北
方
領
土
は
国
境
が
画
定

し
て
い
な
い
か
ら
、
根
室
と
は
自
由
に
経

済
活
動
も
交
流
も
出
来
な
い
。
こ
の
状
態

が
60
年
以
上
も
続
き
、
根
室
の
人
々
は
疲

れ
き
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
家

や
国
民
の
多
く
は
こ
れ
を
知
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
国
境
問
題
は
北
方
領
土
の
他

に
、
韓
国
と
の
竹
島
、
中
国
と
の
尖
閣
諸

島
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。「
日
本
固
有
の

領
土
だ
か
ら
領
土
問
題
は
な
い
」
と
し
て

対
応
を
怠
っ
て
い
て
は
何
も
解
決
し
ま
せ

ん
。
領
土
問
題
に
起
因
す
る
紛
争
の
予
防
、

境
界
画
定
へ
の
道
筋
を
考
え
る
こ
と
も
、

ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
重
要
な
役
割

な
の
で
す
。

　
現
在
、
我
々
は
与

那
国
島
や
対
馬
な
ど

境
界
を
接
す
る
自
治

体
や
、
国
境
問
題
を

研
究
す
る
世
界
の
研

究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
各
地
の
国

境
問
題
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
異
な
る
国
境
問
題
を
比
較
す
る
こ
と
が
、

我
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る

の
か
と
疑
問
を
抱
く
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
ん
な
例
が
あ
り
ま

す
。
一
時
期
、
対
馬
に
韓
国
人
の
観
光
客

が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
て
、
日
本
の
ル
ー

ル
を
知
ら
な
い
韓
国
人
旅
行
者
が
現
地
の

人
と
さ
ま
ざ
ま
な
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
て

問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ソ
連
解
体
後
、
稚
内
に
ロ
シ
ア
人

が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
た
時
の
経
験
を
対

馬
の
人
が
知
っ
て
い
れ
ば
、
速
や
か
に
解

決
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
同
じ
こ
と
は
諸
外
国
の
事
例
か
ら
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。
国
や
地
域
に
よ
っ
て
課

題
は
違
っ
て
い
て
も
、
互
い
に
学
び
合
え

る
こ
と
は
あ
る
は
ず
で
す
。
特
に
隣
国
と

地
続
き
で
接
す
る
国
に
は
、
国
境
問
題
解

決
の
過
程
で
得
た
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

り
ま
す
。
世
界
の
研
究
機
関
と
問
題
を
共

有
し
て
、
国
境
問
題
の
解
決
へ
の
道
筋
を

見
い
だ
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
理
論
化
・
体
系
化
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❶
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
主
導
に
よ
る
政
治
・
経
済
・

社
会
の
改
革
運
動
。
60
年
以
上
続
い
て
い
た

一
党
独
裁
の
政
治
体
制
を
変
革
す
る
た
め
、

民
主
化
、
市
場
原
理
の
導
入
な
ど
を
推
進
し

た
。

❷
民
主
化
宣
言

　
当
時
、
韓
国
の
大
統
領
候
補
だ
っ
た
盧
泰

愚
が
発
表
し
た
政
治
宣
言
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
の
民
主
化
を
表
明
し
た
。

❸
プ
ラ
ザ
合
意

　
日
・
米
・
英
・
独
・
仏
が
、
ド
ル
高
是
正

の
た
め
に
協
調
介
入
を
行
う
旨
を
述
べ
た
声

明
。
以
降
、
急
激
な
円
高
ド
ル
安
が
進
み
、

日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
に
発
展
し
た
。

❹
改
革
開
放

　
70
年
代
後
半
か
ら
鄧
小
平
を
中
心
に
進
め

ら
れ
た
中
国
の
経
済
改
革
。
人
民
公
社
の
解

体
や
外
国
資
本
の
導
入
な
ど
が
行
わ
れ
市
場

経
済
化
が
進
ん
だ
。

❺
中
国
と
ロ
シ
ア
の
国
境
問
題

　
中
国
・
ロ
シ
ア
間
の
国
境
問
題
は
、
91
年

に
東
部
国
境
協
定
が
締
結
さ
れ
、
04
年
に
タ

ラ
バ
ロ
フ
島
（
中
国
名
・
銀
竜
島
）、
大
ウ

ス
リ
ー
島（
中
国
名
・
黒
瞎
子
島
）、ボ
リ
シ
ョ

イ
島
（
中
国
名
・
ア
バ
ガ
イ
ト
島
）
の
帰
属

に
つ
い
て
協
定
が
成
立
し
た
。

❻
２
島
プ
ラ
ス
α

　
４
島
返
還
を
事
実
上
困
難
で
あ
る
と
し
、

歯
舞
群
島
・
色
丹
島
の
２
島
の
返
還
を
前
提

に
、
国
後
島
・
択
捉
島
や
周
辺
海
域
の
付
加

返
還
を
目
指
す
戦
略
。

研究の展望

世界の研究機関との
ネットワークにより
研究成果を共有

6

写真　中国とパキスタンに狭まれたカラコルム山脈で
パキスタンの国境警備隊員に話を聞くフィールドワー
クの様子

用
語
解
説
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国
際
関
係
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
私
自
身
の
成
長

と
国
家
の
成
長
が
同
時
期
に
進
ん
だ
こ
と

と
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
母
国
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
が
独
立
し
た
の
は
、
私
が
小
学

校
に
入
学
し
た
91
年
の
こ
と
で
し
た
。
政

治
・
経
済
の
改
革
、
ロ
シ
ア
や
中
国
と
の

外
交
、
国
境
の
画
定
な
ど
、
国
が
自
立
す

る
過
程
で
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
近
隣
諸
国
、
特
に
存
在
感
を
増
す
中

国
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
国
際
関
係
学
を
専
攻
し
、
中

国
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は

中
国
に
語
学
留
学
し
ま
し
た
が
、
帰
国

後
、
海
外
で
国
際
関
係
に
つ
い
て
学
び
た

い
と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
文
部
科
学
省

の
奨
学
金
制
度
に
応
募
。
中
央
ア
ジ
ア
と

中
国
と
の
関
係
を
学
べ
る
当
セ
ン
タ
ー
で

学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
、キ
ル
ギ
ス（
＊
）、タ
ジ
キ
ス
タ

ン
の
３
国
と
、
国
境
を
接
す
る
中
国
と
の

関
係
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国

は
中
国
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
、

中
国
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ

て
い
る
の
か
、
各
国
の
認
識
、
言
説
の
違

い
な
ど
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
独
立
後
、
母
国
と
中
国
の
政
治
・
経
済

関
係
は
迅
速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
中
国

は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
石
油
を
輸
入
し
、
同

時
に
安
価
な
衣
料
品
や
食
料
品
を
大
量
に

輸
出
し
て
い
ま
す
。
キ
ル
ギ
ス
や
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
対
す
る

中
国
の
支
援
や
投
資
も
増
え
ま
し
た
。
中

国
の
協
力
を
得
て
国
が
発
展
す
る
一
方
、

影
響
力
の
増
大
を
警
戒
す
る
声
が
国
内
で

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
通
商
関
係
の
強
化
に

よ
り
、
政
治
的
な
影
響
力
も
増
大
さ
せ
よ

う
と
い
う
中
国
の
意
図
を
指
摘
す
る
研
究

者
も
い
ま
す
。
中
国
が
国
境
問
題
を
早
々

に
解
決
さ
せ
た
の
も
、
３
国
と
の
通
商
関

係
を
強
化
し
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

か
ら
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
台
頭
す
る
中
国
と
中
央

ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
文
献
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
得
ら
れ
る
情
報
は
限
ら
れ
て

い
る
た
め
現
地
調
査
も
必
要
で
す
。
今
後

は
３
国
の
中
で
最
も
情
報
の
少
な
い
タ
ジ

キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
、
資
料
収
集
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
若
い
時
は
何
よ
り
も
目
標
を
持

つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

行
き
先
を
決
め
な
い
ま
ま
海
に
漕
ぎ
出
し

た
船
は
、
大
き
な
波
や
風
が
来
る
度
に
翻

弄
さ
れ
迷
い
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
明
確

な
目
的
地
が
あ
れ
ば
、
多
少
波
や
風
が
強

く
て
も
一
生
懸
命
に
漕
ぎ
続
け
ら
れ
、
い

つ
か
目
的
地
に
到
達
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
人
生
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
に

来
る
前
は
、
言
葉
を
覚
え
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
、
興
味
深
い
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
課
題
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
な
が

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
る
よ

う
に
な
り
、
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
出
来
ま

し
た
。
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

努
力
を
続
け
て
い
け
ば
、
必
ず
成
功
に
近

づ
く
こ
と
が
出
来
る
と
、
私
は
思
い
ま

す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

現
在
の
研
究
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

A

A

A私

大学院生 が語る

国境を軸に中央アジアと
中国との関係を読み解く

ビタバロヴァ・アセリさん
Bitabarova Assel

北海道大スラブ研究センター
大学院文学研究科修士課程２年
（カザフスタン・クズル─ジャル高校卒業、国立ユーラシ
ア大学卒業）

●カザフスタンの小・中・高校は、基
本的にすべて同じ校舎にあり、内部で
進級していく点が日本の学校との大き
な違いです。ただ、私は両親の仕事
の関係で、何度も転校を経験しました。
特に高校３年生での転校は、大きな
不安がありました。しかし転校先の
先生方が私の不安をしっかり受け止め
て、熱心に指導してくださったのです。
　私にとって意義深かったのは、転校
先でカザフスタンの歴史を改めて学び
直し、国際問題に関心を持ったことで
す。元々理系が得意でしたが、興味深
い授業、またクラスメートとのディス
カッションを通して、もっと他の国々
との関係について知りたいと思うよう
になりました。転校の経験も、今思え
ば新しい環境に適応する力を身に付け
る上で、良い経験だったと思います。
自分の置かれた境遇を嘆かず、前向き
に取り組んでいけば、どんな経験も自
分の力に出来ると思います。

辛い経験を
成長の糧に

の高校時代

＊キルギス語での正式名称はKyrgyz Respublikasy（クルグス・レスプブリカス）　＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです　
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